
 心疾患の食事療法 

 

食事療法は、まず塩分を控えることから 

塩分は血液の循環量を増加させるので、心臓の負担を増加させます。また、血圧が高くなると、心臓は高い血圧に対抗して働くため負

担がかかり、次第に機能が低下します。また、血管にも高い圧力がかかるため血管壁が厚くなり、動脈硬化を起こす原因にもなります。

心疾患の食事療法は、心臓の負担を軽くするために塩分を控えることが大きなポイントです。 


